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プログラム

応 募 資 格 　原則として都内中小企業の方（都外の方でも東京に本社、事務所等があれば応募できます）
申 込 締 切 　平成25年9月25日（水）　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

●お申し込み方法 都産技研ホームページ、FAX、もしくは本部1F総合支援窓口にてお申し込みください。

都産技研ホームページ： http://www.ir i - tokyo. jp/seminar/index.html
 応募要項、申込書の「Web申込書」からお申し込みください。
FAX：03-5530-2318　申込書にご記入の上、お送りください。

　　　　※申込書はホームページからダウンロードできます。
窓口：申込書にご記入の上、本部1F総合支援窓口まで直接ご提出ください。

　 ※定員等の関係で受講をお断りする場合は、電話・FAX・電子メール等にてご連絡いたします。

●お問い合わせ先　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　技術経営支援室　技術振興係
TEL 03-5530-2308　FAX 03-5530-2318
E-mail  kenshu@iri-tokyo.jp

　都産技研の重点技術分野フォーラムの第３弾として、メカトロニクスフォーラムを開催します。
従来から活躍を期待されていながら、未だ普及が進まないサービスロボット。

その現状を打破する有効な手段を探るべく、ロボティクスの軽量化に独特なアプローチで挑戦する先駆者にご講演いただきます。
ロボティクス分野事業参入を考える中小企業の方におすすめのフォーラムです。

重点4技術分野で産業を切り拓く！ メカトロニクスフォーラム

開催要項

13:30～13:40

13:40～14:40

14:40～15:40

15:40～15:50

15:50～16:20

16:20～17:20

開会　主催者挨拶

インフレータブル構造を用いた空気圧駆動極軽量ロボットアームの試作

世界初の自立2足歩行恐竜をつくりました

休憩

都産技研オリジナルロボットの紹介

デモンストレーション

日　時：平成25年10月1日（火）　13:30～ 17:20
会　場：地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター本部　東京イノベーションハブ
　　　　東京都江東区青海2-4-10
参加費：無料
定　員：100名
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重点4分野フォーラムのご案内

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　理事長　片岡 正俊　

立命館大学理工学部ロボティクス学科教授
立命館大学総合科学技術研究機構先端ロボティクス研究センター長　川村 貞夫 氏

株式会社ON-ART 代表取締役　金丸 賀也 氏

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　機械技術グループ　島田 茂伸

重点4分野　重点4分野特集

研 究 紹 介

軽量化することにより対人安全性を確保する
バルーンロボット
　サービスロボットは、従来から活躍を期待されて

いながら一般的にはまだ普及が進んでいません。そ

の理由は、ロボット自体の重さにあると私たちは考

えています。重さ10 ㎏以上の構造物（ロボット）とヒ

トとがもし衝突してしまったら、大事故につながり

かねません。本質的な対人安全性の確保が必要との

観点から、私たちは総重量1 ㎏以下の軽量バルーン

ロボットを研究開発しています。例えば館内案内や

娯楽でロボットを利用する場合、軽量であれば対

人・対物安全性や可搬性が向上し、付加価値につな

がると考えられます。

　今後は、共同研究により企業への技術移転を実施

していく予定です。ご興味を持たれた際には、お気軽

にお問い合わせください。

　近年、少子高齢化が進み、一人一人の労働者の作

業負荷が増大する傾向にあり、人の代わりに働いて

くれるサービスロボットの需要が高まっています。

しかしながら、ロボットは開発に費用がかかる上に、

なかなか普及しないことが問題となっています。都

産技研では、こうした問題に取り組むため、基盤技

術として安価で扱いやすい車輪型の移動ロボット

ベースの研究開発を行いました。この研究

のコンセプトは、都産技研が共通のロボッ

トベースを企業に提供して応用アプリ

ケーションを開発し、展開することにあり

ます。これまでに中小企業との共同研究を

行い、ロボット用の共通基板や見守りロ

ボット、着せ替えロボットの研究開発を

行ってきました。また、現在共同研究先か

らいくつかの大学に出荷され、色々な用途の研究開

発が行われています。都産技研では、今後も中小企業

のロボット技術の向上のため、こうした共同研究や

事業展開支援を行っていきます。

サービスロボットベースの研究開発

見守りロボット移動ロボットベース

バルーンロボットのイメージ。バルーン自体をロボットの形にする。ヘリ
ウムを内包して軽量化することにより、省電力で駆動できる。
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